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旨出　　　ヽ　　担ヽ　嘲　邸こル

キ‐‐‐‐ュ　ヽ　　　　　　常ヽ　　　　溶拭　　“お　　事¨蠍　一́

ト　ムヽ　　　　　　　　卜　　　　　　‐―　′へ　　　“‐―　　　駆冒喘卜　ヽヽ

報撻　　　　　代　　　‐‐キ　　総　　『悼へ送

一漱一仁一　　　　　　　　Ш韓　　　　　　ヽ　′一　　　ノＨ　　　ヽ　区　――

壮に謬　　終　　ヽ　　　　事ふヽ　　黎一　　彙嘔ぽ十運

′へヽ　　ゝヘ　　ー　　　やヽ　　′ヽ　　‘Ｆ♯駆

‐―　‘
「い　　　Ｋ　　　一二　　　　　　）や　′一　　　　キ　　　）性　ヽ　，富せ

恭維　　毬　　′一　　　　静仁く　　，一　　′へ打倒ヽ

＼ヽ　ヽ　終　率へ翠ゝゝヽ　ば三へ

輝酬　熱終畿導錢い事一）ヽ　蹴」い

べ‐‐‐‐二　」・
‐‐‐‐ 〓　　　　′へ　ゝ　ヽヽ　‐ヽ　前た　中一　卜　向い　”ヽ　　　　“驚一　十蠍　や鴨

‐―へ　区卜麗脚…二飛終トト　ヘ嶺端

「峰　い刊粕躍騨ヾ釧瀞瀞無い紳ふ

ポ恨　卜ヽ家へく拭事薫ヽ黙恭昼禅

甕報ヽⅧ相纏いくヽ♯哺囃い畔伽壕

くさへ‐―卜代業ポヘた案恨べだ墨素

十ｔく報翠衰彙、ヽそ　“１１導　一二ボ

黎ギ　いぶ　‐―　割）力ヾ　〕一事　響キ　一一質　～―　”一｝』静　ヽ　′一　黎一　嘱ヽ　ムヽ

ρρρ′″ど、　一ｔギ青■　′ヽこ

‐
―

‐―ＩＥ円く爆‐――薬経営菫キギ

鱒一ＨＯＯ

″

　　一一一

イ
ゝ

Nヽ
黙

難
ヽ

‖
ニ

ト
‡

ベ

― ―　ゝヽ　‐月

彙争　ヽｒや）

ム一　汁「　ノ出

峡蠣督

軽　‐―　～―

′へく窓」

嶽徹　日　ヽ熟お

，

ヽ無

譴べや

じＱ】〇〇
|キ
ビ
、

_ヽ
羅

響
ヽ

イ
′ゝ

緯
響

眸
讐
綺

1響
(膚

卜̀
ヽ

＼
ニ

キ
そ
像

丘
りヽ

響
椰

出ヽ
暮

氏
翠
ミ

i=案
彗
譜
l樵

黎
無ヽ

置
触
Ⅸ

ふ
運
環
織

卜
潔
Hふ

#題
Nは

難
や

ヽ
ど
ヽ

状
 

ギ
 
彗
 
権

気
学
《拠

11ゝ
へ
響

起
製
裂
熙

ぶ
嚢
ぐ

涸ヽ
ミ

ヘ
ポ

ヽ
イ
キ
ロ
跡

卜
霞

ヽ
ニ
キ

ヘ
Li蹄

黙
本

1週
駅
譴

貯
灘

ぼ
く
週
熙

咲
誰

継
彗ヽ

こ
ゝ
ヽ

＼
‖
二

選ヽ
譴

ヽ
＼

:1恭
卜

ゝ
氏
冒

締
11終

件
べ
＼

‖
二

ヽ
さ

K

継
頓

i業
終

氏
1=郷

製ヽ
熙
譴

旨
網

メ
1勲

潔
|く

譴
網

二
野
卜

ヽ
＼
日

蹄
触
嬢

ヽ
ヽ

＼
奪

灘
種

ヽ
イ
ゝ

総
 

く
 

さ
 

権
釧
報
黎

へ
報

:1颯
ヽ

＼
ζ
峻

は
1ミ

ヽ
区

へ
熙

卜
｀

く
イ
ヘ
ヘ

ベ

|″
薫

静
快

梗ヽ
疑

|1駆
ゝ
ヘ
ト
1善

＼
権

α
バ

卜ヽ
海

選
卜
陣
程

K＼
ロ
ニ

11′
寒

ヽ
11く

ヾ
ボ

ヽ
盤

霜
い
さ

慕
ヽ
＼

"ん
|||夕

く
ヾ
1=(潔

潔ヽ
ぐ

:1運
へ
蒸
(ヽ

出
ヽ

＼
l郵

ヽ
専
壌

卜
熙

ヽ
何
ニ

=ρ
章 ぎヽ

iヽn_ilキ
ト
野書
榛戴ゝ

やく
へ
幅

(ヽ
葉翼ヽ

(調
|ヽ,1革

触
=ヽ

ヽ
薫悪

|卜
1ミ

ト
:ミ

ギ

へ
:ヽヽ
N卜

麟
専

ギ
ゝ

く
＼

hニ

湛
椰

案ヽ
製

ヘ
ト

継
α

く
区

氏
継
g報

終
恭

べ
 

さ
 

昼
彗
柑
i榛

黎
へ
麟

崚
ギ

ヽ
ホ

K＼
～‐　ゝヘ

学職　く

，” ■甘製

毒‐―

ゝ、　ノ『ゞ

＼く

へ　ゝ

ギ車

暉　ヽ‐―

運終

――状

くボ

ぽ当　」一一
‐‐‐‐ニ

ル一胆　′ヽ

し』‐　・‐イ

′へ
、

′一

状

セ
ヽ

銀
 

十
"ニ

ト
t

海
α
報

キヽ
1く

やヽ
翠

ヽ
|

＼
ニ

キ

事
ゝ
へ

ψ
N卜

涸
環

ベ

ツ
ヽ

まヽ
戻
部

■ヽ
部

ヽ

何
二
・卜

ヽ
イ

ヽ
＼
ニ
キ

枷
彗

養

キ　靖土

′一崚

ヽ誰

へ　　′一

ゝ　　・ヽ細

眠　　ρ一涸

増　　一∋Ｋ

‐―　　　く　‐―

ムヽ　　　　撫導　ゝヘ

ベキやヽ

べ′一月暴

峻＼ヽ毒

へ　ヽ　一ヽ　日ヽ

キヘｙへヽ

ジベ鷹′へ樹

‐―――区ゝ

Ｎ＼キ悼

′ヽ　一ヽ　二　【

メ担キ氣

ぐ総ホぐ

こ１特私へ

ゝへ１‐」」ヽ

ヽヽヽ――

部ポ颯終

へくた報

キ状眸導

笑圏日氏

‐―由へ川‐区

↑ポヽく

終―
―＃α

氏総―継

れＮ彗　キ　静ド

キロ駆

終銀ぶ彗

||′

||lr

悠
十

1

ぐ
麟

(麒
lll糠

漱
軍

翠
誰
F)



(恭
||1量

箭
軍

翠
羅

置
)

観
野

曇
《

単

卜
薫
い

区
氏
毒

黎
終

、
譴
F卜

麟
彗

ゝ
恭

氏
職

|ミ
ト
ぐ

ヽ
＼

‖

向
ニ

ト
専

ヽ

ゝ
ヽ

＼
ニ

キ
く
維

旨
精

く
緩
Pや

ヽ
′選

択
終

ヽ
運
買

ヽ
翠

ヽ
ρ

卜
ゝ
ヽ

＼
ニ

キ
ヘ
譴

旨
権

は
ギ
=ヽ

こ
!1昼

彗
戦
1檬

黎
:1報

罪

へ
′
迅
く

;|
へ
職

楽
ゝ
ヽ

＼
ニ

キ
ヘ
塩

轟
く

mヘ
ド

コ
ヽ

【

|バ
引

ヽ

相
(ヽ
N

!|ミ
く

ギ
ヽ

ゝ

へ
‡

米
卜
嬢

ベ
ロ
ニ

専ヽ
ヽ

ヽ　ゝ

念ィ

ーーヽ

十ヽ出

報（

口」　「‐一μ

へ譴

ゝ　ヽ

′一」』岬

督壊

暉二ゝ

―‐伍

ヽ　中興

経卜　ぐイ

一終黎　　〓探ヘ

懇撫　　ヽ蘇¨

１難　辣ヽ

撫答青　　′ヽ恨

・―　↑瞼　　　〕憮↓状

ヽＪ「　　黎ゝ

い　　く　。ヽ紅一　　鴬　／　ヽキ留ヽ　　嘔寂螢　　　　　　運

一版　　革卜暮爵　　終ヽ′一貰　　権＝＝　　　　　沢

′ｒ　　ヽ経▲卜　　恭超雑ヽい瞼　　ゝヽ野　　　　　収¨椰

ヽ　饉ヽ旨　′へ榮ヽ機　ふ事”　述涎彗締

′一　醤貯稚　メヽ二掃　窯ヽ　像択ヽ＼

維　雌締肝　側紳紳嗽い胸嗽躍帖棒無疇

料　搬い騨　一際い轟一」鑢糠糠螺榔柵岬報

哺　囃雌い　ヽ」曝岬一喘郷総鮮ぎ］報喘』

料　権継糠　駅熱権掛輝勲．
を仁↑ホ鉄鋼難難

榊神　　螺い鍛囃　恥酬朴　日嶼嶼嘔』は］

量

卜∽劇ＱＯ

崎晩可ＱＱ

く
′

:l:摂
潔
=ヽ

ミ
軽

像ヽ
埋
    1‐

量
+1(選

 
棄

ぐ
薄
ぐ
ぐ
=麻

纏
ふ

く
二

ヽ
＼
ニ
キ

氏
丼 ヨ

11準
ヽ
尽

!|さ
へ
壊
跡

へ
譴

ン
ト
出

ヽ
ζゝ

総
十
ギ

き
 
筆
ぐ

区
氏
轟

ぐ
薄
ぐ
ぐ
=1薫

ぐ
嘔
子

鯖
へ
召

(ヽ
ぎ
累
終

鋼ヽ
授

最ヽ
跡

|1要
=へ

ζヽ

量
十
く

さ
 
凛

ぐ
区

へ
薫
ぐ
薄
ぐ
ぐ
=ヽ

ぜ
累
終

へ
や
■

ロ
ミ

||十
口
規

|11=■
赳

|1負
ふ

＼
持
無
轟
群
=制

I黙
彗
枢
ボ

1珠
ギ
Eト

ミ±
へ

(ミ
午キ

!1鷹
ミ

I三
ヽ

イゝ

総
十

べ
彗
 

も
場

召
ヽ
陣
Kヘ

ム
誰

ヽ
、ヽ＼

ニ
キ

く
瓢

ぐ
撫

棄ヽ
ぐ
薄

ぐ
ぐ
=ヽ

駐
経
'累

ミ
薫ヽ

家
Xl部

L=、
職

専
卜
←

ヽ
＼

hニ
ト

＼
ζ
ゝ

慧
11+彗

 
銀

|き
RI邸

′
総

111き
総

1邸
´
曇

目
き

ま
ギ
総

く
さ
恭

へ
慧

十
111準

ヽ
案

叔
|1増

駆
′ゝ
ミ

十
ll

準
ヽ
遷
簿

限
尋

″′
区

へ
撼

4く
さ

よ
ギヽ
選
十

1き
こヽ

ぐ
|1毒

へヽ
＼

響
ヽ

累ヽ
積

メ
1薫

糞
|1赳

ヽ

総
||十

1き
 
た
畔

〈業
へ
欄

(、
報
恭

;1蛋
卜ヽ
お

α
く

試
1継

瓢
黎
終
黎

ヘ
ト
耀
ぼ
く

＼
恭
淡
ρ
E芸

終
=悴

連
環

く
恭

へ
響
ギ キ
終

こヽ
熙

||ゝ
十ヽ← ぐ

恭
へ
終
キ

|1業
キ
ヘ
部

ヽ
＼
ぐ
←

|1増
駆

ゝ
ヽ

＼
μ
キ

氏
恒

旧
輝ヽ
鞣

11菫

へ
ヽ

ヽ
ボヽ

はヽ
へ
州

(ヽ
赳
編

卜
ぼ

＼
＼

‖
μ
卜
専

ヽ

総
||十

11さ
 
量
鞭

章
、
案

恨
へ
遅
く

|1要
ハ

1ヽ
へ
判

(ヽ
ざ
累
業

!|ヽ
卜
涸
環

ベ

盤
    

衷

く
←

へ
ぐ
終

ヽ
=mヽ

N卜
製

お
ヽ

(←
螺

ζ
ヽ
豊
パ

;1権
頭
裟

卜
峻

終ヽ
へ
総

|き
経ヽ

ン
は
旧

ふ
ヽ

＼
r、

二
終

筆
ヽ

1=郷
iヽ塔

ご
i警
終

!|ゝ
へ
蕃
駆

キ
権

覇
#く

壌ヽ
ヽ

く
二

ヽ
＼
終

へ
終
寺

螺
tポ

||ミ
ヽ
【

|1悠
1輩

や
黙

ヽ
持
野

卜
可

(

案ゝ
彗
針
I終

慕
可
頂

三
ヽ

イ
ゝ

1=椰
ヽ
戻
駆

卜
焦

卜
ヽ

＼
ニ

キ
氏
趨
い

1邸
ヽ
な
へ

氏
Nヽ

《
へ

ψ
、
二

ヽ

H
基

「

~

再ヽ
薇

奪
福

緊
 

盟
黒

目
き

目
環

■
=

(鉄
||1憾

構
軍

翠
譴

|ご
)



罐
野

曇
ぐ

単
雪

黒
目
#H環

■
=  (繁

||1鸞
篇

軍
翠

羅
F)

鶴Ｑ『い０
総
  

翠

釧

囃可「ｑ馴親―――

（累）

響
総

|
(環

嘉
成

ヽ
キ

)

聾
長

維

駅
=1ぶ

奪

十く
総

|

営

（やヽ）

||1緊
暫

０一職０一

引
終

毅
熙

バ

1 
聴

繁
餐

悩
き

ミ
=

権
ご
H蹄

単
淫

終
ヽ

逸
昼

イ
・NK要

黎

Щ
曇

ヾ
簿紀
  

響
   

尽

lρ
権

颯
日
眸

Kヽ陣
霧

11へ
薇
S着

懇
彗

ガJヽ
く
串
静

卜
羅
響

ヽ
＼

‖
μ

ヨ一

ポ
ヨ翡

一″″

饉
薇

窯
悩

案
 

匿
黒

目
き

目
― ~+= (鉄

||1露
構

き
ヾ

譴
口

)



罐
事

曇
《

撃
繁

奪
督

黙

一｛〕Ｎ一らわ

l,1夕
彗
や

馨
:|ス

ト
海

K＼
ニ

キ

ふ
＼

ζ
キ

|キ
椰

祀ヽ
響

ヽ

へ
州

(ヽ
ぜ
昼

ゴ
ヾ

″
卜
継

α
千ヽ

魚
卜

継
《

ぐ
邸
計

羅ヽ
響

朝ヽ
(ヽ

翠
鯵
絆

ニ

|【

瞑
IEttK晨

糞
択
ギ

~ぶ
尽

成
碁

箪
最

悴
く

肇

Ｆ一

Ｌ「

目
 

彗

ヘ
ギ

」・̈岸
鎌　」当

賦
<」

く

ヘ
ギ

「洋
譴

ユ年
ヽ

〓
響

い餐
司状

ポぐ　翠

慮、一≧　　ば、』鶏

◇〓　◇〓

〓
漕ヽ

「̈橿
一一一一

ぐｒニ

集′

一しや　　　　　　′へ　・７ヽ

Щ　メ社程

だ経ギ※

一終曇冨〓薫

お酬　よ職日ヽ」魏

〓潤軍「国

氏
彗
や

ヽ

デ1 
目

）驚中豪゛僕

輝

ヽ
瀬‐―‐‐〓

中く
Ｌ

「陣
ぐ

薫

＼ぶギＲ

日「脚↓雨

口一「　，一‐　調〓

キ　，
‐

―
‐二黎

‘／ゝ　犠」　ヽ一智いヽ

ゝヽ「漱ル轟

く籐一終

Ｊヽ
――――響モ

め響、　鯖＝

◇瞑

一」メ出　」キ　一一美

ρ　′　蝶＜

目
 

最

較〇”〇〇

理
賢

壁

===雪
壼

堅
里

堅
翌

里
壼

里
里

里
翌

壼
里

壼
里

壁
整

里
里

壼
望

壼
壼

壼
壼

里
里

里
里

里
里

里
里

里
堅

菫
多

ダ
「

1

票
ぐ

錮
郵
専

章ヽ
12旨

ギ

曜
曇

婁
壊

跡 伍
卜

糞
弔
=

肇

◇
成

麟
紫
車

|【
態
に

|

瞑
恒
護
(肛

==ま
|

聾
長
目
#Fミ

十
回

ヽ
口‐‐‐‐ニ

中く
暉

雇
［」

曙
ぐ

中黎
一一一出

ポ響

ノ、ヽ　劇一「

・Ｔ二穣
」嘔

日一
器

《

養
コ嗅

′一ヽ
瀬薫Ｋ駆

′で　　‘翼

颯終　　Ｅ

‐ユＥ　　”薫

に̈顎　　　　　Ｆ」

〓
一　一　一

Ｅ
‐一‐

岬　一一

喜＃
』網 墨③

ぐ
凧

κ　”憚

む」薫

ヽ　一́終

糞拒

晏ませ終事

ば。「ふ　一（　ぞ一　ぜ．

費
群
築
饗

髯
翠

静

費
等
装
緊

静

銭
野
曇
製

韓
緊

静

=菫
 li:蚕

ま
,く

麟

EE 
担

当

(繁
|||‖

脈
尊
ぶ

隧
IF)

繁
奪

悩
緊

曇
ぐ

幕



誓
緊

雪
こ

巨
き

輌
Щ

■
=

(恐
||1撃

看
軍

翠
譴
F)

《
単

中==
ぐ

ベ
ヽ　く　ヽ

司「ここ

」ミ　ト　　ヽ

枢終一ｃ

くヽ『・　とい　　工一薫

″下　″〓一　　一≡（

まぽＩＩ準

妻燦留〓一

ユ一　〓『　ピ中　一ヽ

翠米熱ヽ

す」紹ぞ一　業

的〇餃〇〇

本
コ

1釈

枢
ミ

C総
乗
製

恭
篭
鮮

終
卜
←

К

費
耳
播
黎

ネ
薫
栞
中 E議

≒
祥

ヽ
ぐ

ベ

(や
霜

)

紙
※
=鞣

養
費

事
‐
i・ Xミ

祭
終

卜
ぐ

κ

紙
米

群
燦

養
豪

|=枢
ミ

躾
熱

卜
ぐ

κ

(燕
環

)

組
漱

耳
糞

さ
米
キ
枢

ミ
←

糞
ヽ
くヨ

κ

叶
=

絲キ
時簿

綱⑥
卦灘

一鷹
熱

，
ゝ

なさ
棚「

‐
」磯

欄　バ

肝』↑

一　ヽ　ヽ

‐・一いヽ　だヽ

糞二薫

ヽ言　一一ヽ

米市一

罷〕下

熱
墨

」ミ
ユ係

収〓
状

覇ベ

といこ

一ド一　ヽ

熱嘔ゝ

引・「｛一一一

一Ｔ　要́

総市一

ぞ」く“ノヽ

釈

ヨ　ヽ　　ト

島）　葺

二■　一ヽ　ツド

ー
ー「　と準　ト

●じヽこ

〕一　叔秦　‐―

軍ｒｍ塵
ぼ

|

輝
蒻
量

目
将

)
ロ

′マ
｝甲

製
〆ヽ

「一嘔卜や

ご懇
一一〓

‐Ｔ，Ｔ

駅Ｒ

「｝咆ｈ

【〕ヽ‘‘，一ヽ

Ｆユ５ユ

〓鮮一一蒔

電〓箪〓

:1車
ヽ

礎
掛

整
費

呂
信

κ
壁

鍵
ド 手
茎 重

瞑
1ユ
E驚

憲
4く

冒
‡こ

|く
0卜

IE髯
摯

轟
尋

粟
熱

ミ
弯

掛

終撫

ｔ　霞

郎　臓


